
代
表
質
問

湯
ゆ

沢
ざわ

政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

会
かい

・
施
政
方
針
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
の

　

概
要
に
つ
い
て

・
市
職
員
の
タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

大
おお

山
やま

　　豪
ごう

 議員

 質問者

代表質問の動画を
ご覧になれます。

湯沢市議会
ユーチューブ
チャンネル

誘
客
拡
大
を
進
め
、
観
光
交
流
人
口

の
増
加
を
目
指
す
。

質
問 

公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
当
市
に
お
い

て
、
観
光
ガ
イ
ド
の
方
々
と
と
も
に

め
ぐ
る
観
光
が
有
効
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

答
弁 

ガ
イ
ド
の
方
々
に
運
転
、
案

内
し
て
頂
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法

の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
タ
ク

シ
ー
で
も
案
内
等
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
辺
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、
今

後
ガ
イ
ド
の
方
々
と
も
協
議
し
て
前

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え

る
。質

問 

以
前
に
も
秋
ノ
宮
か
ら
川
原

毛
、
泥
湯
ま
で
の
木
地
山
線
の
拡

幅
、
整
備
に
つ
い
て
大
変
重
要
で
あ

る
旨
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
さ
に
地

熱
ロ
ー
ド
の
整
備
で
も
あ
り
、
本
市

に
は
大
き
な
利
益
が
生
ず
る
と
思

う
。
県
、
国
へ
の
働
き
か
け
を
更
に

強
烈
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
弁 

地
熱
発
電
所
、
川
原
毛
地

獄
、
泥
湯
温
泉
と
大
事
な
観
光
ル
ー

ト
で
あ
る
。
要
望
活
動
は
毎
年
行
っ

て
い
る
が
、
優
先
順
位
を
上
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
に

つ
い
て
、
施
政
方
針
で
は
本
市
の
財

政
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎

重
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
と
述
べ
ら

れ
た
が
、
そ
の
ゆ
え
ん
は
何
か
。

答
弁 
健
全
財
政
の
基
本
で
あ
る
収

支
均
衡
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
、
消
費
動
向
や
地
域
経
済
が
不
透

明
か
つ
不
安
定
な
状
態
が
続
く
と
考

え
ら
れ
、
慢
性
的
な
財
源
不
足
へ
の

対
応
と
、
事
業
の
実
施
に
伴
う
公
債

費
や
公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
長
寿

命
化
に
係
る
経
費
な
ど
将
来
の
財
政

負
担
へ
の
対
応
は
、
本
市
が
抱
え
る

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

財
政
規
律
を
損
な
う
こ
と
な
く
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
に

は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
を
注
視
し

事
業
執
行
も
、
後
年
度
の
財
政
経
営

へ
の
影
響
を
見
極
め
、
計
画
的
な
実

施
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
財

政
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問 

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
、
約
10
％
の
大
幅
増
の
要
因

は
。答

弁 

主
な
要
因
は
、
人
件
費
、
物

件
費
、
投
資
的
経
費
が
令
和
５
年
度

と
比
べ
増
加
し
て
い
る
。
特
に
投
資

的
経
費
は
、
湯
沢
文
化
会
館
施
設
整

備
事
業
、
湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
等

整
備
事
業
、
緑
風
荘
大
規
模
改
修
事

業
、
道
の
駅
お
が
ち
周
辺
整
備
事

業
、
成
沢
工
業
団
地
整
備
事
業
な
ど

公
共
施
設
の
整
備
が
本
格
始
動
す
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算

よ
り
22
億
円
程
度
増
加
し
た
。

質
問 
投
資
的
経
費
が
大
き
く
な
っ

た
理
由
は
。 

答
弁 

ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
非
常

に
大
き
い
部
分
が
重
な
っ
た
。
様
々

な
理
由
は
あ
る
が
、
そ
の
事
業
を
実

施
、
執
行
す
る
財
源
に
つ
い
て
、
財

源
を
使
え
る
期
限
、
例
え
ば
起
債
の

法
律
上
の
期
限
が
１
つ
、
住
民
の
要

望
を
優
先
的
に
考
え
て
実
施
し
た
い

と
い
う
こ
と
の
２
つ
が
上
げ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

質
問 

財
政
の
健
全
性
は
維
持
さ
れ

て
い
る
と
い
う
見
解
だ
が
、
財
政
運

営
は
将
来
負
担
を
よ
く
考
え
な
が

ら
、
規
律
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
。

答
弁 

将
来
の
負
担
率
と
公
債
費
率

に
当
然
、
跳
ね
返
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
し
っ
か
り
見
据
え
た
中
で
事
業
の

や
り
く
り
を
し
た
い
。

質
問
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